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協働の景観まちづくり



協働の景観まちづくり

１．公共事業と規制について
街なみ環境整備事業の概要
景観計画重点区域の規制

２．官⺠学の協働について
官（中津川市）の役割
⺠間（地元）の役割
 学（⼤学）の役割
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岐阜県 中津川市について
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栗きんとん

坂の宿場町 馬籠宿



官民学の街なみ環境整備事業の概要
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街なみ環境整備事業 整備前 → 整備後
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公共事業

無電柱化、⽯張り歩道、特殊舗装、
街路灯整備、川⼾整備など

住民協働修景（補助金活用含む）

⾃宅の⽡吹替、格⼦設置、植栽など

整備前 整備後



街なみ環境整備事業 公共事業
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無電柱化

親⽔空間（井⼾）街路灯

特殊舗装⽯張り歩道

本町広場 トイレ

住民協働による修景（補助金活用含む）
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⼋百屋さんの修景

休憩所修景後本屋さんの修景

⾊彩に配慮した⾃販機休憩所修景前 ↓

格⼦⼾のギャラリー



官民学協働の景観まちづくり
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行政
公共投資
活動⽀援

大学
研究室
専⾨知識

協議会
課題発⾒
⾃ら活動

ワークショップ
視察研修

研究成果
情報共有

提案・要望
協働維持管理

大学＋協議会
ワークショップで地域の
課題発⾒/解決⽅法の検討

協議会＋行政
課題解決の提案/協働の施設
維持管理/景観形成事業の周
知/住⺠協定の認定
大学＋行政
研究成果の報告/事業の提案

大学連携 名古屋工業大学

平成17年「景観計画策定委員会委員」に
名古屋⼯業⼤学の松本直司教授を任命
（当時）
名工大学生による景観研究会が、馬籠、落

合、中津川を中心とした街並みと建築物の調
査研究を⾏う
本町中⼭道景観協議会設⽴後は協議会とと

もに地域の課題を洗い出し、解決に向けた活
動や取り組みを行う

協議会、松本研究室、中津川市が官⺠学
協働で「街なみ環境整備事業」を進める

10



民間連携 本町中山道景観協議会
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設 立 景観計画重点区域への指定（H19）
をきっかけに設⽴

メンバー 本町地区内の住民/本町商店街振興
組合の組合員/「中山道こまちの会」の
会員などにより構成

目 的 住民が自らまちづくりを考え、歴史ある
まちなみ景観を活かした魅力あるまち
づくりを推進することを目的とする

活動内容「自分たちのまちをどうすべきか」
など、意⾒を交換し合い、景観まち
づくりを進める

まちあるきワークショップ
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大学と連携したワークショップで課題発見



景観協議会で整備検討
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案内板の検討

照明灯の光量を検討

模型を使ったシミュレーション

整備後の協働の維持管理
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自分たちのまちは自分たちできれいに

協働によるトイレ清掃

広場活用のイベント 女性の会による和の植栽




